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診  療  
 

［ 診 断 ］  

当 科 外 来 で は 初 診 患 者 を 毎 日 受 付 け 、 手 術 日 以 外 の 午 後 の

外 来 も 外 来 を 開 設 し て い る 。 ま た セ カ ン ド オ ピ ニ オ ン 外 来 を

毎 週 月 曜 日 に 行 っ て い る 。昨 年 の 年 間 外 来 受 診 者 数 は 11,762

人 （ 前 年 比 114%） で あ っ た 。  

『 マ ン モ グ ラ フ ィ 』 検 診 マ ン モ グ ラ フ ィ 撮 影 認 定 の 有 資 格

放 射 線 技 師 を 中 心 に 、高 精 度 の マ ン モ グ ラ フ ィ 撮 影 を 実 施 し 、

早 期 が ん の 発 見 に 努 め て い る 。 そ し て 多 く の 非 触 知 病 変 を 拾

い 上 げ 、 早 期 乳 が ん を 多 数 診 断 し て い る 。 昨 年 の マ ン モ グ ラ

フ ィ 施 行 件 数 は 3,653 件 （ 前 年 比 112%） で あ っ た 。  

『 超 音 波 』 超 音 波 検 査 は 若 年 者 乳 が ん の 診 断 、 手 術 術 式 の

決 定 に は 必 須 の 検 査 で あ り 、 高 解 像 度 超 音 波 装 置 を 使 用 し 、

マ ン モ グ ラ フ ィ 同 様 多 く の 早 期 乳 が ん を 診 断 し て い る 。  

『 画 像 ガ イ ド 下 イ ン タ ー ベ ン シ ョ ン 』 マ ン モ グ ラ フ ィ を 使

用 す る ス テ レ オ ガ イ ド 下 マ ン モ ト ー ム や 超 音 波 ガ イ ド 下 の 細

胞 診 ・ 針 生 検 お よ び 同 ガ イ ド 下 マ ン モ ト ー ム な ど 先 端 技 術 を

駆 使 し 、 低 侵 襲 の 確 定 診 断 を 実 践 し て い る 。  

『 Ｃ Ｔ 』 温 存 術 適 応 症 例 の 拡 が り 診 断 と 肺 ・ 肝 ・ 骨 ・ 脳 な

ど の 遠 隔 転 移 の 有 無 お よ び 再 発 症 例 の 治 療 効 果 判 定 な ど の た

め に 施 行 し て い る 。 ま た 、 平 成 ２ １ 年 か ら は １ 月 に 着 任 し た

新 ス タ ッ フ に よ る 「 ワ イ ヤ ー マ ー カ ー を 用 い た 三 次 元 マ ル チ

ス ラ イ ス Ｃ Ｔ 画 像 ガ イ ド 下 乳 腺 部 分 切 除 術 ＊ 」 を 放 射 線 科 チ

ー ム と 共 同 し て 開 始 し て い る 。  

『 Ｍ Ｒ Ｉ 』 温 存 術 適 応 症 例 の 拡 が り 診 断 と 脳 ・ 脊 椎 ・ 脊 髄

へ の 転 移 の 有 無 の 検 索 目 的 な ど で 施 行 す る と 共 に 、 当 院 で 積

極 的 に 導 入 し て い る 腋 窩 リ ン パ 節 転 移 陽 性 乳 癌 に 対 す る 術 前

化 学 療 法 の 治 療 効 果 の Ｍ Ｒ Ｉ 画 像 評 価 を 行 っ て い る 。  

『 シ ン チ グ ラ フ ィ 』 骨 転 移 の 有 無 を 調 べ る 骨 シ ン チ や セ ン

チ ネ ル リ ン パ 節 の 所 在 と 個 数 を 呈 示 す る リ ン フ ォ シ ン チ を 積

極 的 に 施 行 し て い る 。  
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『 臨 床 検 査 』 白 血 球 （ 好 中 球 ） や 腫 瘍 マ ー カ ー な ど の 血 清

生 化 学 的 検 査 、 お よ び 心 電 図 ・ 心 エ コ ー な ど の 生 理 学 的 検 査

を 迅 速 に 施 行 し て お り 、 患 者 の 全 身 状 態 の 把 握 や 抗 癌 剤 の 副

作 用 の 適 確 な 評 価 に 努 力 し て い る 。  

［ 治 療 ］  

『 手 術 』 麻 酔 専 門 医 に よ る 麻 酔 科 の 術 前 診 察 を 行 い 、 様 々

な 合 併 症 の 管 理 の 下 、 手 術 を 施 行 し て い る 。 術 式 の 適 応 に つ

い て は 、 放 射 線 診 断 医 チ ー ム 、 放 射 線 部 ス タ ッ フ と の 合 同 カ

ン フ ァ レ ン ス を 行 い 、 術 前 の 充 分 な 検 討 の 後 、 局 所 コ ン ト ロ

ー ル を 徹 底 し た 手 術 を 施 行 し て い る 。 昨 年 の 手 術 件 数 は １ ８

４ 件 （ 前 年 比 ９ ８ %） で あ っ た 。  

『 薬 物 療 法 』 症 例 毎 に 慎 重 な 臨 床 ・ 病 理 組 織 学 的 評 価 を 行

い 、 エ ビ デ ン ス に 基 づ く 化 学 療 法 ・ 内 分 泌 療 法 を 展 開 し て い

る 。 分 子 標 的 療 法 や ビ ス フ ォ ス フ ァ ネ ー ト 製 剤 の 投 与 例 も 増

加 し て い る 。 さ ら に 関 係 各 部 署 の 支 援 を 得 て 、 が ん セ ン タ ー

病 院 と し て の 責 務 で あ る 臨 床 試 験 に も 積 極 的 に 取 組 ん で い る 。

他 院 再 発 例 や 初 発 進 行 例 を 多 く 引 き 受 け た 結 果 、 昨 年 の 外 来

化 学 療 法 施 行 件 数 は 2,401 件 （ 前 年 比 105%） と 著 増 し た 。  

『 放 射 線 療 法 』 乳 房 温 存 症 例 や 骨 ・ 脳 ・ 軟 部 組 織 （ リ ン パ

節 ・ 皮 膚 ） 転 移 症 例 に 対 し て 施 行 し て い る 。  

［ 学 術 活 動 ］  

乳 癌 関 連 の 諸 学 会 で の 発 表 、 論 文 発 表 を 積 極 的 に 行 っ て い

る 。  

［ 啓 蒙 活 動 ］  

医 療 者 を 対 象 と す る 講 演 会 や 一 般 市 民 の た め の 公 開 講 座 な

ど の 企 画 ・ 主 催 と い っ た 院 外 に お け る 啓 蒙 活 動 に も 熱 心 に 取

組 ん で い る 。   
＊： 小 田 高 司 、ほ か  ワ イ ヤ ー マ ー カ ー を 用 い た 三 次 元 マ ル チ ス ラ イ ス Ｃ Ｔ

画 像 ガ イ ド 下 乳 腺 部 分 切 除 術  手 術 ６ １ 、 ２ ０ ０ ７  

 

 

 

 

 

 -  - 29



 
第 2 部 臨床実績                            乳腺科 

抱  負  

 

今 年 10 月 を も っ て 当 科 は 開 設 ４ 年 を 迎 え る 。初 期 の ３ 年 間

は 水 谷 初 代 部 長 の も と で が ん セ ン タ ー と し て 乳 癌 診 療 体 制 の

整 備 、 乳 腺 医 療 チ ー ム の 育 成 が な さ れ 、 外 来 受 診 数 、 手 術 件

数 お よ び 化 学 療 法 施 行 件 数 が 増 え 三 河 地 域 に お け る 乳 が ん 専

門 施 設 と し て 当 科 が 機 能 を は じ め て 現 在 に 至 っ て い る 。 今 後

よ り 高 い 信 頼 と 実 績 な ら び に 研 究 成 果 を 確 立 す べ く 、 さ ら に

研 鑽 を 積 む 所 存 で あ る 。  

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 -  - 30

2,303

768

3,330

1,491

4,440

1,840

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

200
6年

度
200

7年
度

200
8年

度

患者数
外来

入院

171

187
184

160

165

170

175

180

185

190

200
6年

度
200

7年
度

200
8年

度

手術件数

悪性



 
第 2 部 臨床実績                            乳腺科 

 -  - 31

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1263

2282
2401

0

500

1000

1500

2000

2500

200
6年

度
200

7年
度

200
8年

度

外来化学療法

2602

3,264

3,653

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

200
6年

度
200

7年
度

200
8年

度

マンモグラフィ件数

 120

60
70

55

95

35

0

20

40

60

80

100

120

200
6年

度
200

7年
度

200
8年

度

マンモトーム件数

ステレオガイド

ＵＳガイド


